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2Ja-7 　　　シスβカロテンの吸光係数の測定
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　〔目的〕カロテノイドの吸光係数は純品力俘に入りにくい現在、食品やその他のカロテノ

イドの定:量に必須の数値である。しかしすべてのカロテノイドカ吋'べての溶媒中で吸光係

数が決定されているわけではなく、とくにシス異性体の吸光係数は皆無である。

今回この研究では放射性同位元素でラベルされたカロテンを用いて、シスβ－カロテンの

吸光係数を算出することを目的に行った。この実験方法を確立するために各種溶媒中での
β一カロテンの吸光係数の狽掟も行った。

　〔方法〕約5MCiの〔^H〕β一カロテンに5mgのラベルしていないβ一カロテンを混
ぜてトルエン溶液とし、これをアルミナカラムで精製後、シスや酸化型のカロテノイドを

除去し。完全なトランスβ－カロテンとしたものを用いた。ヘキサン、エタノール、エチ

ルアセテート、アセトン、ベンゼン、ジクロロメタンの６種の溶媒によく溶かし。濾過後、

極大吸収波長における吸光度と液体シンチレーションカウンターでd pmを測定する。そ
してヘキサンの吸光度とd pmの値と吸光係数2592より他の溶媒における吸光係数を

換算する。ヨードと光照射によってシス異性体を人工的に生成させ、カラムクロマトグラ

フィーで精製し、トランスβ－カロテンの吸光係数を2592として吸光度とd pmによ
リシス異性体の係数を換算した。

　〔結果及び考察〕1.エタノールとアセトンはヘキサンと近い吸光係数が得られ、ベンゼ

ン、ジクロロメタンはお互いに近似の値であった力以キサンより低い値であった。エチル

アセテートは二つのグルヽ-ﾌﾟの中間の値であった。2.シスβカロテンの吸光係数は一つ

ののレープが2310から2459のあいだのもの、他のグル―プがそれ以下の2034

から2185の値であった。O ．吸光係数は一つであるべきで、そのための方法を考える
必渠がある。
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目的：収穫後の|シイタケを、温度および包装条件を変えて保存したときの変化について、

ｶ々りの報文が発表されている。私達は市販の包装された生シイタケを用い、これまでに

温度を変えて保存したときの菌数、水分. PH,硬さおよび酸化還元電位の変化について

報告しているが、本報ではギ酸(H・ＣＯＯＨ）の分析法の検討および、生シイタヶの量

的変化について得た結果について報告する。

方法：ギ酸の分析法として種々の方法が発表毎れているが、でさるだけ簡易な方法として

HgCL沈澱法、酵素法およびMgで、ホルムアルデヒドに還元してから4－アミノー３

－ヒドラジノー1，2, 4－トリアソヴレ(AHMT)による比色法の３法により行った。

試料4よ、脱イオン水と磨砕したもののiﾀ液をそのまま用いた。

結果：HgClユ沈澱法では相当高い値が得られギ酸脱水素酵素法では力

明確な結果は得られなかった。ホルムアルデヒドの還元法ではMgの増加により測定値は

上昇するが、0. 4g以上では大きな差4まなかった。この方法によってギ酸が測定できる

ことがわかったので、温度を変えて包装の有無についてこれから試料を測定したがギ酸が

存在しても、ごく僅かであった。
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